
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
一
九
九
八
年
に
朝
河
没
後
五
0
周
年
を
記
念
し
て
企
画
展
「
入
来
文
書
の
泄
界
」

（於
東
京
大
学
山
上
会
館）

(10
)
 

を
行
っ
た
。
そ
の
記
念
講
演
「
入
来
文
書
と
薩
摩
渋
谷
氏
」
に
お
い
て
、
入
来
町
出
身
の
中
世
史
家
・
山
口
隼
正

（史
料
編
纂
所
教
授
を
経

て
、
当
時
長
崎
大
学
教
授
）
は
、
朝
河
と
入
来
文
書
と
の
関
係
を
詳
し
く
解
説
し
て
く
れ
た
。
長
い
引
用
に
な
る
が
、
入
来
文
書
の
発
見
か

ら
史
料
編
算
所
の
所
蔵
に
至
る
ま
で
の
古
文
書
の
運
命
を
こ
れ
ほ
ど
的
確
に
説
明
し
た
資
料
は
ほ
か
に
な
い
。

そ
も
そ
も
入
来
院
文
書
の
存
在
が
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
近
代
日
本
が
生
ん
だ
最
大
の
国
際
的
歴
史
家
で
、
米
国
エ
ー
ル
大
学
教

授
と
な
っ
た
朝
河
貫
一
氏

（明
治
六
＼
昭
和
二
十
三
年
、
一
八
七
三
S

一
九
四
八
）
が
代
表
作

「入
来
文
書
」
を
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。

〔中

略
〕
大
正
八
年
(
-
九

一
九
）
の
帰
国
中
、
東
京
の
史
料
編
纂
所
で

「薩
藩
旧
記
雑
録
」
所
収
の
入
来
院
文
書
に
着
目
、
こ
れ
を
日

欧
封
建
制
比
較
研
究
の
最
適
な
素
材
と
し
て
選
び
、
は
る
ば
る
現
地
入
来
に
赴
き
独
自
に
原
本
調
査
を
行
っ
た
。
史
料
編
纂
所
と
し

て
未
調
在
の
地
で
あ
る
。

朝
河
氏
は
、
エ
ー
ル
大
学
在
職
中
の
こ
と
、
大
正
六
＼
八
年
(
-
九
一
七
！
一
九
）
に
日
本
中
泄
史
研
究
の
た
め
に
史
料
編
纂
所
に

留
学
し
た
。
そ
の
最
後
の
年
、
大
正
八
年
六
月
に
一
週
間
余
り
現
地
入
来
村
（
当
時
〉
に
滞
在
し
、
麓
の
入
来
院
家
（
当
主
入
来
院
重

光
氏
。
菫
尚
氏
の
父
）
や
村
役
場

（当
主
重
光
氏
が
助
役
。
村
長
は
宮
里
栄
氏
）
に
通
っ
て
入
来
院
文
書
や
清
色
亀
鑑
な
ど
を
調
査
、
筆
写

な
ど
に
努
め
た
。
た
だ
系
図
な
ど
の
調
査
の
余
裕
は
な
く
、
現
地
の
識
者
に
筆
写
を
依
頼
し
た
。
そ
の
三
カ
月
後
、
九
月
に
横
浜
港

か
ら
帰
米
、
以
後
、
没
す
る
ま
で
三
十
年
間
、
再
び
故
国
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。〔
後
略
〕

大
正
十
四
年
、
日
本
文

「人
来
文
書
」
の
印
刷
が
完
了
し
た
。
日
本
エ
ー
ル
大
学
会
々
長
大
久
保
利
武
氏
（
利
通
の
子
で
、
利
謙
氏

の
父
）
の
世
話
に
よ
り
、
三
秀
舎
で
印
刷
し
た
。
こ
の
日
本
文

「入
来
文
書
」
に
は
、
編
年
順
に
文
書
一
五
五
点
が
配
列
さ
れ
て
い

第

2
節

朝
河
と
入
来
文
書
の
発
見
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第2章 日本史の封建制は源頼朝に始まる

る
が
、
入
来
院
文
書
の
み
な
ら
ず
、
寺
尾
文
書
•
岡
元
文
書
や
清
色
亀
鑑
も
収
録
し
、
そ
れ
に
薩
藩
旧
記
雑
録
か
ら
入
来
関
係
文
書

を
抽
出
し
て
い
る
。
付
録
と
し
て
、
入
来
院
氏
系
譜
な
ど
系
図
類
を
収
録
す
る
。
〔後略〕

そ
し
て
一
九
一
一
九
年
（
昭
和
四）

春
、
英
文

T
h
e
D含
ミ
思
ミ
s
o
f
 Ir
i
k
i

〈
入
来
文
書
）
も
完
成
し
、
日
英
両
文
合
冊
の
形
で
エ
ー
ル

大
学
出
版
会
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。〔
後
略
〕

〔
前
略
〕
史
料
編
纂
所
が
初
め
て
入
来
に
史
料
採
訪
し
た
の
は
、
大
正
十
四
年
、
龍
粛
（
り
ょ
う
・
す
す
む
）
編
纂
官
一
行
が
実
施

し
た
と
き
で
あ
る
（
〔
中
略
〕
龍
氏
は
や
が
て
昭
和
十
三
年
に
所
長
と
な
る
）
。
〔後略〕

終
戦
直
後
、
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）
八
月
に
朝
河
貫
一
氏
は
米
国
で
没
し
た
が
、
〔
中
略
〕
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、

朝
河
氏
と
そ
の
著
書

「入
来
文
書
」
に
対
し
て
再
評
価
の
気
運
が
高
ま
る
。

〔
前
略
〕
同
二
十
九
年
二
月
、
東
京
に
お
い
て
朝
河
貰
一
著
書
刊
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
委
員
長
に
松
方
三
郎
氏

（正
義
の
子

息
）
が
な
り
、
松
方
氏
自
身
が
現
地
入
来
を
訪
れ
た
り
し
て
、
い
よ
い
よ

「入
来
文
書
」
再
刊
（
増
補
）
の
運
び
と
な
っ
た
。
同
年
秋
、

九
州
大
学
の
竹
内
理
三
氏
・
秀
村
選
三
氏
や
史
料
編
纂
所
の
阿
部
善
雄
氏
た
ち
が
現
地
入
来
町
を
訪
れ
、
入
来
院
文
書
な
ど
原
本
史

料
を
調
査
す
る
。

昭
和
三
十
年
一
月
、
入
来
院
家
文
書
を
は
じ
め
岡
元
家
文
書
・
寺
尾
家
文
書
は
、
現
地
入
来
町
麓
を
離
れ
、
史
料
編
纂
所
に
移
送

（
借
入
）
さ
れ
た
。
史
料
編
纂
所
で
は
、
早
速
、
佐
藤
進
一
氏
た
ち
が
委
員
と
し
て
再
刊
（
増
補
）
の
作
業
に
取
り
か
か
り
、
同
年
十

月
、
研
究
発
表
会
（
第
三
一
回
）
で
佐
藤
氏
が
「
入
来
文
書
の
研
究
」
を
行
い
、
翌
十
一
月
、
史
料
展
覧
会
で
入
来
文
書
と
し
て
入

来
院
家
文
書
・
寺
尾
家
文
書
•
岡
元
家
文
書
を
展
示
し
て
い
る
。

同
年
十
二
月
、
つ
い
に

「入
来
文
書
」
と
し
て
英
訳
付
で
再
刊
本

〔
復
刻
版
〕
が
出
さ
れ
た
（
日
本
学
術
振
興
会
発
行
）
。
こ
の
再
刊
本
に
お
い
て
、
〔
中
略
〕
日
本
文
（
古
文
書
翻
刻
）
の
部
分
は
、
朝
河
氏

に
よ
る
初
刊
本
が
編
年
順
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
入
来
院
本
家
の
み
で
な
く
、
入
来
町
内
の
諸
家
（
岡
元
家
、
寺
尾
家
、
庶
流
入
来

院
家
、
田
中
家
）
ご
と
に
文
書
を
配
列
し
て
、

「旧
記
雑
録
」
な
ど
か
ら
の
分
は
入
来
関
係
文
書
と
し
て
総
括
し
、
総
体
的
に
文
書
を

増
補
訂
正
し
、
念
の
た
め
文
書
表
題
の
下
に
初
刊
本
に
お
け
る
配
列
番
号
を
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
再
刊
本
に
は
新
た
に
西
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岡
虎
之
助
氏
・
宝
月
圭
吾
氏
・
竹
内
理
三
氏
の
論
説
が
添
え
ら
れ
て
い
る

（い

ず
れ
も
英
訳
文
）
。
〔
後
略
〕

「入
来
文
書
」
が
再
刊
さ
れ
た
後
、

寺
尾
家
文
書
と
岡
元
家
文
書
は
、

入
来
町
の
所
蔵
者
に
戻
っ

た
が
、
そ
の
後、

寺
尾
家
文
書
は
中
世
文
書

・
近
世

文
書
•
そ
れ
に
祁
答
院
旧
記
い
ず
れ
も

鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
に
譲
渡さ
れ

（
昭
和
―――
十
八
年
〔

一
九
六
三
〕）
、
岡
元
家
文
書
の
方
は
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る

（昭
和
四
十
七
年

〔一

九
七
二〕）。

そ
し
て
昭
和
四
十
一
年
〔
一
九
六
六
〕、
つ
い
に
入
来
院
文
書

（
お
よ
び
清
色

亀
鑑
）
は
当
主
入
来
院
重
尚
氏
か
ら
史
料
編
繕
所
に
譲
渡

（購
入
）

さ
れ
て
い
る。

こ
こ
に

「入
来
文
書
」
の
主
体
た
る
人
来
院
家
文
書
・
寺
尾
家
文書
•
岡
元

家
文
書
は
、
実
は
い
ず
れ
も
現
地
入
来
町
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
念
の
た
め
に
、
日
本
の
大
学
図
書
館
が
朝
河

「T
h
e
D
o
c
u
m
g
t
s
 o
f
 

I
r
i
k
L
―
各
版
を
ど
の
よ
う
に
所
蔵
し
て
い
る
か
、
念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

朝
河
貫
一
編

「T
h
e
D
o
c
u
m
e
n
t
s
 of Ir
i
kiJ

に
は
以
下
の
七
種
の
版
本
が
あ
る
。

囚

「T
h
e
D
o
c
u
m
g
t
s
 of
 I
r
i
kiJ

英
文
初
版

(
-
九
二
九
年
版
）
の
所
蔵
図
書
館
は
、

以
下
の
七
図
書
館
に
す
ぎ
な
い
。
①
九
大
図
、
②
九
大
法、

③
交
流
基
金
本
部
図
、

④
筑
大
、
⑤
東
大
史
料
図
書
、
⑥
日
文
研
、

⑦
立
大
、
で
あ
る
。
国

「T
h
e
D
o
c
u
m
g
t
s
 o
f
 lr
i
k
i
」
英
文
第
二
版

(
-
九
七
四
年
版
）
の

所
蔵
図
書
館
は
、
以
下
の
七
屈
書
館
に
す
ぎ
な
い
。
①
I
C
u
図
、
②
関
外
大
、

③
慶
応
大
三
田
、
④
国
文
研
書
庫
、
⑤
上
智
大
市
ヶ
谷
、

⑥
日
文
研
、
⑦
龍
大
深
図
、
で
あ
る
。
英
文
原
書
は
因
と
固
合
わ
せ
て
都
合

一
四
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

□一
九
五
五
年
、

一
日
一、

表 2-2 rThe Documents of lriki（入来文吝）」各版の図書館所蔵状況

各版の出版年 図書館数

A 1929年 The Documents oflriki, Yale Original［英文、日文］ 7 

B 1974年
TheD如 uments文of］ Iriki, Reprint by Greenwood 

7 
Press［英文、日

C 1955年 「入来文書J日本学術振興会、復刻版［英文、日文
59 

増補］

D 1957年
「入来文書』日本学術振興会、復刻版再版 [1955

11 
年版と同じ］

E 1967年
「入来文書」日本学術振興会、新訂版［英文なし、

31 
日文のみ］

F 2000年
「入来文書』紀伊国歴書店、 55年日本学術振興会版

28 
のリプリント版 ［英文、 日文］

G 1981年
阿部善雄 ・ 古川常深 • 本田親虎編 r近世入来文書』

65 
東京大学出版会 ［英文なし、 日文のみ］
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第2章 日本史の封建制は源頼朝に始まる

日
本
学
術
振
典
会
版
は
五
九
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
匝
一
九
五
七
年
、

8
本
学
術
振
興
会
再
版
は
一
―
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

日
本
学
術
振
興
会
版
は

□と
⑫
合
わ
せ
て
都
合
七
〇
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
後
述
の
紀
伊
国
屋
版
を
含
め
る
と
、
都
合
九
八
図
書

館
で
あ
る
。

国
一
九
六
七
年
、
新
訂
版

（和
文
の
み
、
英
文
な
し
）
は
三

一
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
囲
二

0
0
0
年
、
紀
伊
国
屋
書

店
版
は
二
八
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る。
図
一
九
八
一
年
、
阿
部
善
雄
・
古
川
常
深
•
本
田
親
虎
編
「近
世
入
来
文
書
」
東
京
大
学
出

版
会
版
は
六
五
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

（以
上、

図
書
館
名
は
調
査
時
の
引
用
元
の
表
記
に
従
っ
た
）
。

前
節
で
山
口
隼
正
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
、
朝
河
貰
一
著
書
刊
行
委
員
会
に
よ
っ

て

「1'he
D
o
c
u
m
g
t
s
 o
f
 Iriki」
（日

本
学
術
振
興
会
）
が
復
刻
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
朝
河
が
執
兼
し
た
英
文
の
部
分
は
一
九
二
九
年
版
の
ま
ま
復
刻
し
た
が
、
こ
れ
に
は
三

本
の
英
文
解
説
論
文
と

「入
来
文
書
」
の
増
訂
部
分
（
日
本
語
原
史
料
）
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
語
部
分
は
大
き
く
様
相

を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
朝
河
訳
の
英
文
テ
キ
ス
ト
文
書
番
号
と
日
本
語
原
史
料
の
文
書
番
号
の
対
応
関
係
は
、
復
刻
版
5
↑
~、

且
i
頁
に
所
収
の

I
n
d
e
x
to t
h
e
 J
a
p
a
n
e
s
e
 text of the d
o
c
u
m
e
n
t
s
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一

0
年
を
経
た
一
九
六
五
年
に
、

朝
河
遺
稿
を
集
め
た

「荘
園
研
究
／
L
B
d
臼
1d
S
o
cie
ty
 in M
e
d
iev
a
l
]a
p~
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
一
九
四
八
年
八
月
の
朝
河
没
後
に
盛
り
上
が
っ
た
顕
彰
運
動
が

一
九
五
五
年
に
よ
う
や
く
結
実
し
、
さ
ら
に
一

0
年
を
経
て
、

遺
稿
集
が
出
版
さ
れ
、
顕
彰
運
動
は
一
段
落
し
た
わ
け
だ
。
こ
れ
ら
の
顕
彰
の
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
関
係
者
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
気
持
ち
は
強
い
。
だ
が
、
そ
の
反
面
、
こ
の
顕
彰
運
動
の
限
界
あ
る
い
は
欠
陥
も
、
半

泄
紀
を
経
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
の
後
知
恵
に
な
る
が
、
い
ま
顧
み
る
と
、
二
冊
の
著
書
は
ど
う
や
ら
「
編
集
方
針
を

間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
い
を
荼
じ
え
な
い
。

第

3
節

「ゴ
1e
D
o
c
u
m
e
n
t
s
 of Iriki』

と
古
文
書
の
入
来

（院
）
文
書
を
峻
別
せ
よ
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